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Introduction to the activities of the Regional Associations 






There are eleven Regional Associations for Laboratory Animal Science in Japan, and each 
of them conducts independent activities. The present paper introduces the activities of the 
Regional Associations in 2017 to promote information exchange and interaction among them, 
starting from those of the northernmost association. In the paper, honorifics for the staff of the 
office, lecturers, and people who provided us with information on topics have been omitted. For 
the details, please contact the office of each Regional Association. 
北海道実験動物研究会 










 TEL:011-706-3582 FAX:011-726-3476 
第 15 回研究会総会・学術集会 2018 












2.Department of Molecular Medicine, Mayo
Clinic, Rochester, MN, USA 
③インフルエンザマウスモデルを用いた新規
ワクチンアジュバントの開発 
1,2○藤倉大輔, 3村松大輔, 2豊間根耕地, 1,2
千葉聖子, 2大東卓史, 3岩井 淳,4幸脇貴久, 





④Profiling of cellular immune responses to
Mycoplasma pulmonis infection in C57BL/6
and DBA/2 mice
Tussapon Boonyarattanasoonthorn, Hassan



















ショナルクローニング ○和田健太 1, 2・
高橋 剛 1・張 了了 2・松島芳文 3
1東京農業大学大学院生物産業学研究科・
2東京農業大学生物産業学部・3埼玉県立がん




 【平成 29 年度若手奨励賞】 
受賞者 岸田 諒  受賞演題 (上記) 
第 7 回実験動物科学シンポジウム 
 「人畜共通感染研究―ワンヘルスの取り組み
と動物実験の役割―」 
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第 29 回研究会 
平成 30 年 7月 20 日(金)、福島県立医科大学 



















第 4 回実験動物技術者研究交流会 
日本実験動物技術者協会奥羽・東北支部主 
催  平成 30年 7 月 21 日(土)、福島県立医科 
大学 8 号館(旧看護部棟)3 階 N301 
筑波実験動物研究会 




事務局：〒315-0138 茨城県石岡市上林 955 
    日本チャールス・リバー㈱ 
モニタリングセンター内  上田 尚 
    E-mail:office@talas.jp 
  TEL:0299-44-1691、FAX:0299-44-1692 
第 26 研究会総会・第 55 講演会 
平成 30 年 6月 15 日(金)、文部科学省 研究










特別講演:遺伝子改変（第 6 弾） 
理化学研究所バイオリソース研究センター 






自治医科大学実験医学センター 國田 智 
「30 分でわかる! 実験動物飼養保管等基準 
 解説: 共通基準と個別基準の要点」 
第 56 回講演会 
平成 30 年 11 月 30 日(金)、文部科学省 研究


















Hokuriku Laboratory Animal Research 





事務局：〒920-8640 金沢市宝町 13-1 
金沢大学学際科学実験センター 
実験動物研究施設内  橋本憲佳 
E-mail:lara-info@kiea.m.kanazawa-u.ac.jp 
     TEL:076-265-2461、FAX:076-234-4240 
第 56 回研究会(富山) 











第 22 回総会・第 57回研究会(金沢) 
平成 30 年 7月 21 日(土)、金沢大学アイソト
ープ総合研究施設・1 階会議室 
【特別講演 1】「神経系 EVs(エクソソーム)を 
介した神経－グリア細胞間情報伝達」 金沢
大学医学系免疫学 河原裕憲 




第 58 回研究会(福井) 
平成 30 年 11 月 17 日(土)、福井大学医学部
管理棟 3 階大会議室 
講演 1 「軸索の維持に関わる細胞自律的機構」  
福井大工学部分子細胞神経科学 小西慶幸 
講演 2 「クロマチンリモデリング因子による 
ヒト神経前駆細胞の運命決定機構の解析」 
慶應義塾大学医学部生理学 神山 淳 
講演 3 「シナプス接着因子による小脳神経回 
路網形成の機構」 信州大学基盤研究支援セン
ター 植村 健 
信州実験動物研究会 
Shinshu Experimental Animal Research 




事務局：〒396-0025 長野県伊那市荒井 3052-1 
北山ラベス㈱ 事業部 北條佳昭 
E-mail:hojo.yoshiaki@nisshin.com 
TEL:0265-78-8115、FAX:0265-78-8885 
第 38 回総会・第 87回勉強会・第 36 回研究発
表会 
2018 年 3 月 2 日(金)、信州大学農学部 30 番
講義室 






















第 88 回勉強会 
モデル動物(ウサギ)を用いた医学研究 
平成 30 年 11 月 16日(金)、信州大学松本旭












〇信州実験動物研究会報 No.65  2018年3月 
発行 
静岡実験動物研究会 
Shizuoka Experimental Animals Research 







センター品質管理部 高木弓枝  
E-mail:jimukyoku@shizuoka-eara.com 
TEL:053-437-5348、FAX:053-436-4320 
平成 30 年度教育セミナー 
「微生物モニタリングの基礎と実際」 
2018 年 8月 24 日(金)、東レ総合研修センタ
ー  企画担当: 柴主（科研製薬㈱） 






Corynebacterium bovis 感染事例紹介  
 長沼佑季（アステラスリサーチテクノロジー
動物管理部） 




特別講演  実験動物マウスにおける感染症 




平成 30 年度大会（第 48 回総会・第 46回研究
発表会 
平成 30 年 10 月 12 日(金)、三島市民文化会 
館(ゆうゆうホール)小ホール  
大会長:奥村 浩(協和発酵キリン㈱ 東京リ 
サーチパーク) 
会員の研究発表 















  究所) 
06. 経皮水分蒸散量を指標としたラットにお















P1. げっ歯類用環境エンリッチメント Happi- 
  Mats®による行動特性の違い 石川 玄(マー 
  シャル・バイオリソーシス・ジャパン㈱) 
P2. 国立遺伝学研究所 マウス研究支援ユニ 
ットの取り組みと役割 山谷宣子(国立遺伝 
  学研究所 系統生物研究センター 発生工学 
研究室 リソース開発支援チーム マウス研 





＜企業展示 8 社＞ 
特別講演「動物実験の未来と動物福祉」 成城
大学法学部 打越綾子 
〇ニューズレター No.167  2018年 5月 31日 
  発行  
〇静岡実験動物研究会会報 44 巻 1 号 2018
41
0123456789
年 6 月発行 
東海実験動物研究会 


















研究所 長谷川晶子   
企業講演  
「2 型糖尿病合併症モデル：SDT および SDT 
fatty ラットについて 」  日本クレア 
篠原雅巳 
一般講演 


































意見交換会（有料 1500 円） 
関西実験動物研究会 
Hansai Laboratory Animal Research 













第 137 回研究会 











「絶滅危惧種の特徴を iPS 細胞と発生工学 





第 138 回研究会 
平成 30 年 6 月 22日(金)、奈良春日野国際フ 
ォーラム甍～I・RA・KA～別館 2F 会議室 5 




















第 139 回研究会 
平成 30 年 9 月 8 日(土)、大阪大学医学部医



















第 140 回研究会 
平成 30 年 12 月 7日(金)、聖護院 御殿荘 
＜一般講演＞ 
（会員の発表 12 題） 


























12.In vivo Genome Editing for Vision














〇関西実験動物研究会報  40号 平成 30 年 12
月発行 
岡山実験動物研究会 




   施設） 
ホームページ：https://okayamaexpanim. 
wixsite.com/oala 




     E-mail:yata-n@md.okayama-u.ac.jp 
     TEL:086-235-7446、FAX:086-235-7433 
第 75 回研究会例会 
平成 30 年 6 月 29 日(金)、岡山大学理学部
31 講義室(3階) 









transporter および aquaporin 4 の局在解析  
  小林春也ら(岡山大学大学院教育学研究科・ 
細胞生理学研究室、岡山大学大学院環境生
命科学研究科・動物生理学研究室) 
3. Mulberry modulates the gut microbial flora and
inhibits the DSS-induced ulcerative colitis  
Yang Wang and Toshimitsu Hatabu (Graduate 








搬入される家畜ブタの E 型肝炎ウイルス感 












システム  山本博章（長浜バイオ大学バイオ 
サイエンス学部）   
第 76 回研究会例会 
  平成 30 年 12 月 14 日(金)、加計学園 50 周 
年記念館ホール 4 階(岡山理科大学) 
世話役:目加田和之(岡山理科大理学部) 











＜特別講演 3 ＞ 
  核医学の遺伝子発現イメージング  
 犬伏正幸（川崎医科大学 放射線核医学） 
〇岡山実験動物研究会報 第 34 号 2018 年 4 
月発行 
九州実験動物研究会 
Kyushu Experimental Animal Research 






事務局：〒849-0938 佐賀市鍋島 5-1-1 
佐賀大学総合分析実験センタ― 
生物資源開発部門 北嶋修司  
    E-mail:kitajims@cc.saga-u.ac.jp 
TEL:0952-34-2430,FAX:0952-34-2024 
第 36 回九州実験動物研究会総会 
第 38 回日本実験動物技術者協会九州支部 
研究発表会合同開催 
2018 年 11月 17 日(土)・18 日(日)   
一般社団法人大分県労働福祉会館 7 階アイ
リス  






























九実研及び実技協九州支部 合同特別講演 1 
  演題:乳牛の繁殖に関わる最近の知見 演者 
:片桐成二(北海道大学大学院獣医学研究院) 










科、同 農学部、アーク・リソース㈱)   
3.テグーに観察されるてんかん様発作の誘 












11 月 18 日(日)  
第 8 回若手勉強会 















11 月 17 日（土）～11 月 18 日（日） 
企業展示ブース 
〇九州実験動物雑誌  No.34  2018 年 10 月 
発行 
   
 
琉球実験動物研究会 









TEL: 098-895-1208 FAX: 098-895-1441 
第 26 回研究会 










































   岡山大学自然生命科学研究支援センター 
   動物資源部門 
   編集担当 佐藤勝紀（津島南施設） 
     E-mail:ksato@cc.okayama-u.ac.jp 
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